





















マリアンネも，この書簡とその付帯事情について，次のように記している（LB 1 : 211 f.,
LB 2 : 230）。



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































アルトホフのこの書簡が 1893年 8月 6日に書かれたと仮定すると，おかしな点がある。そ
佛教大学社会学部論集 第 73号（2021年 9月）
― ３３ ―
れは，追伸の冒頭にある「たったいま，昨日付の貴殿のご書状が届きました（Eben geht mir



































































































ガーが邪推したと解していた（上山安敏 1978 : 41頁）。筆者も，以前はこの上山説を踏襲し


























































































































































































































































佛教大学社会学部論集 第 73号（2021年 9月）
― ３７ ―
1893年 8月 6日付（偽装）書簡の意図②：ヴェーバー追放の可能性

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































を重ねている。そして 12月 13日に，哲学部は，政府にたいして，あらためて第 1位にヴ
































































ており，そこでは第 1位ヴェーバー，第 2位エルスター，第 3位オルデンベルクとされてい
マックス・ヴェーバーにかかわる二つの人事の実相（2）（野﨑敏郎）
― ４２ ―





























































































































































































































































































































































































































































































































































































バーの担当時間数は週 5時間だったが，1894年夏学期に，彼は週 13時間（講義 5科目と演






























































ている（Sachse 1928 : 113, MWGII/2 : 450, Anm.2）。そのため，この書簡が，マリアンネの指摘し
た日付偽装書簡であることがわからなくなっている。『マックス・ヴェーバー全集』書簡編第 7巻に
この追伸の原文が掲載されているので参照されたい（MWGII/7 : 308, Anm. 13）。
37 前述のように，同じ 1893/94年冬学期に，ゲルハルト・シュルツェ＝ゲファーニッツがフライブル


















38 公式には，夏学期の終了は 8月 15日であるが，各大学の講義にかんするさまざまな記録から推察
すると，夏の暑さを嫌って，これよりも早く終講するケースが多かったようである。ヴェーバーも，
この学期の授業を 8月 4日に終えている（MWGII/2 : 439, 449）。
39 現に，後述する 1894年 3月のラーバントとアルトホフとの合意によって，ヴェーバーのフライブ
ルクへの移籍が，アルトホフにとってもっとも合理的な選択肢になった。





42 Zu den Erklärungen des Herrn Professor Dr. Max Weber（Heidelberg）. Karlsruher Zeitung,














































49 ヴェーバーのこの書簡を受けとったアルトホフは，翌 4月 4日付返書において，4月 6日にわざわ
ざベルリンに来る必要はないと回答し，月末に軍務を終えてから来たらどうかと提案している
（GStAPK/FA-1005 : 42）。しかし，この返書がポーゼンに届くよりも前にヴェーバーはベルリンに
移動しており（MWGII/2 : 524），6日に実際にアルトホフを表敬訪問した可能性が高い（ebd. :
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